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Ⅲ 関 連
かんれん

する他
ほか

の法 律
ほうりつ

との関 係
かんけい

 

Ⅲ－４．その他
た

 

 

Ⅰ－１ 法
ほう

の理念
りねん

目 的
もくてき

より 

 

【「能 力
のうりょく

に応
おう

じ」という表 記
ひょうき

について】 

○社会福祉法
ふくしほう

第
だい

3条
じょう

に「能 力
のうりょく

に応
おう

じ」という表 記
ひょうき

があるが、これは能 力
のうりょく

主義
しゅぎ

を想
そう

起
おこ

させ「インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な社 会
しゃかい

を目指
め ざ

す」という改 革
かいかく

の趣旨
しゅし

とは整 合
せいごう

しないので、削 除
さくじょ

する。 

 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

より 

 

【苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

機関
きかん

（社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

）について】 

○苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

制度
せいど

は、現 行
げんこう

の社 会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく仕組
し く

みを、権利
けんり

擁護
ようご

の

観 点
かんてん

から抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

す。そのポイント
ぽ い ん と

は下記
か き

の 2点
てん

である。 

 ・都道府県
とどうふけん

社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

に設置
せっち

されている福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

運 営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

の 下
した

の 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

合議体
ごうぎたい

が、 苦 情
くじょう

を受
う

ける当事者
とうじしゃ

である

事 業 所
じぎょうしょ

との関 係
かんけい

で独 立 性
どくりつせい

を担
たん

保
ほ

されていること。 

 ・この合議体
ごうぎたい

によるあっせん、意見
いけん

具申
ぐしん

が苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に当
あ

たって有 効
ゆうこう

であ

ったかを検 証
けんしょう

し、その機能
きのう

を高
たか

めること。 

 

【オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

と虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

について】 

○今年
ことし

6 月
がつ

に 成 立
せいりつ

した 障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

では、都道府県
とどうふけん

や 市 町 村
しちょうそん

は

虐 待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

するために、オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

活 動
かつどう

を行
おこな

う団 体
だんたい

など、民 間
みんかん

の

団 体
だんたい

と連 携
れんけい

協 力
きょうりょく

 することとされており、この連 携
れんけい

を強 化
きょうか

することが

重 要
じゅうよう

である。 

○障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

では、福祉
ふくし

施設
しせつ

で働
はたら

く人
ひと

やオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

などが

虐 待
ぎゃくたい

を発 見
はっけん

した時
とき

には、市 町 村
しちょうそん

に通 報
つうほう

しなければならないとされてい

る。従
したが

って、虐 待
ぎゃくたい

の発 見
はっけん

や通 報
つうほう

に関
かん

しても、市 町 村
しちょうそん

とオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん
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の連 携
れんけい

が重 要
じゅうよう

になる。 

○オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

の制度化
せいどか

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に位置付
い ち づ

けるのか虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に位置付
い ち づ

けるのかを含
ふく

めて、今後
こんご

の重 要
じゅうよう

な課題
かだい

である。 

 

【モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

について】 

○総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

に対
たい

するモニタリング
も に た り ん ぐ

は、改 正
かいせい

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

で

示
しめ

された国
くに

、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

に設置
せっち

される「審
しん

議会
ぎかい

その他
た

の合議制
ごうぎせい

の

機関
きかん

（以下
い か

、モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

という）」において行
おこな

う。 

○総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

については、国
くに

、都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

に設置
せっち

され

るモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

においてモニタリング
も に た り ん ぐ

を実施
じっし

し、その結果
けっか

に 関
かん

する

勧 告
かんこく

を含
ふく

む意見
いけん

等
とう

は、国
くに

（所 管
しょかん

省 庁
しょうちょう

の大 臣
だいじん

）に対
たい

して、または、

都道府県
とどうふけん

および市 町 村
しちょうそん

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

や地域
ちいき

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

などに

報 告
ほうこく

される。 

○市町 村
ちょうそん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

（広 域
こういき

連 合
れんごう

を 含
ふく

む）での施策
しさく

展 開
てんかい

状 況
じょうきょう

や 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の 達 成
たっせい

状 況
じょうきょう

について

評 価
ひょうか

・分 析
ぶんせき

・問 題 点
もんだいてん

抽 出
ちゅうしゅつ

（調 査
ちょうさ

・審議
しんぎ

）を行
おこな

い、必 要
ひつよう

に応
おう

じて、当 該
とうがい

市 町 村
しちょうそん

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

をはじめ地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

などの関 係
かんけい

機関
きかん

や団 体
だんたい

に対
たい

して改 善
かいぜん

の提 案
ていあん

を行
おこな

う。なお、市 町 村
しちょうそん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

の必 置
ひつおき

については、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

の市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

をなくす観 点
かんてん

から今後
こんご

の

課題
かだい

として引
ひ

きつづき検 討
けんとう

する。 

○都道府県
とどうふけん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は、市 町 村
しちょうそん

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

から集
あつ

められた

全
ぜん

 

県 的
けんてき

課題
かだい

を整理
せいり

した上
うえ

で、その評 価
ひょうか

・分 析
ぶんせき

・問 題 点
もんだいてん

抽 出
ちゅうしゅつ

（調 査
ちょうさ

・審議
しんぎ

）

を行
おこな

い、必 要
ひつよう

に応
おう

じて、当 該
とうがい

都道府県
とどうふけん

の関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

機関
きかん

や自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

などの関 係
かんけい

機関
きかん

や団 体
だんたい

に改 善
かいぜん

の提 案
ていあん

を行
おこな

う。 

○都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

のモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

には、実 際
じっさい

にサービス
さ ー び す

を利用
りよう

する

障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

も必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。  

○都道府県
とどうふけん

、市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の進 行
しんこう

管理
かんり

や次期
じ き

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

などにおいて、モニタリング
も に た り ん ぐ

内 容
ないよう

を踏
ふ

まえた検 討
けんとう
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行
おこな

い、整備
せいび

水 準
すいじゅん

を高
たか

めることとする。 

○個別
べつ

ケース
け ー す

ではない地域
ちいき

課題
かだい

の問 題
もんだい

については、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

がモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

に課題
かだい

提起
ていき

をすることができるようにする。 

 

【権利
けんり

擁護
ようご

と差別
さべつ

禁止
きんし

の普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

について】 

○障 害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

が地域
ちいき

で共
とも

に暮
く

らすためには、障 害 者
しょうがいしゃ

理解
りかい

や権利
けんり

擁護
ようご

、差別
さべつ

の禁止
きんし

などの 普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

に向
む

けた取組
とりく

みが国
くに

と地方
ちほう

自治体
じちたい

の

双 方
そうほう

で必 要
ひつよう

である。これにより、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

は実 質 的
じっしつてき

に機能
きのう

すること

になる。 

○国
くに

においては、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相 談
そうだん

対 応
たいおう

等
とう

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

から福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用
りよう

における不利益
ふりえき

取 扱
とりあつか

いを禁止
きんし

し、また権利
けんり

擁護
ようご

と差別
さべつ

禁止
きんし

を

普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

すること等
とう

を法定化
ほうていか

した差別
さべつ

禁止
きんし

法 制
ほうせい

の制 定
せいてい

が求
もと

められる。 

○市町 村
ちょうそん

、都道府県
とどうふけん

においても差別
さべつ

禁止
きんし

の普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

と、差別
さべつ

事案
じあん

が発 生
はっせい

し

たときのあっせん・調 整
ちょうせい

・相手方
あいてがた

への勧 告
かんこく

等
とう

の仕組
し く

みを盛
も

り込
こ

んだ差別
さべつ

禁止
きんし

条 例
じょうれい

が必 要
ひつよう

である。 

○ 普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

については、権利
けんり

の 形 成
けいせい

や 獲 得
かくとく

とその支援
しえん

に 関
かん

して、

鳥 取 県
とっとりけん

・島根県
しまねけん

で進
すす

められている「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」（※）のような

活 動
かつどう

が不可欠
ふかけつ

である。 

（※）「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」とは、地域
ちいき

の理解
りかい

が不可欠
ふかけつ

という考
かんが

え方
かた

をもと

に、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

の一 員
いちいん

としていきいきと暮
く

らすため、住 民
じゅうみん

に

障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

への配 慮
はいりょ

の仕方
しかた

などを理解
りかい

・実 践
じっせん

しても

らう運 動
うんどう

である。平 成
へいせい

21年
ねん

より取組
とりく

まれ、一 般
いっぱん

市民
しみん

、障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

や

県 内 外
けんないがい

の民 間
みんかん

企 業
きぎょう

等
とう

が“あいサポータ
さ ぽ ー た

ー”として参加
さんか

協 力
きょうりょく

し、暮
く

ら

しやすい地域
ちいき

社 会
しゃかい

づくりのために運 動
うんどう

を繰
く

り広
ひろ

げている。 

 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

より 

 

【公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

や民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の活 用
かつよう

について】 

○公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

の障 害
しょうがい

者 優 先 枠
ものゆうせんわく

を拡 大
かくだい

する。 
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○民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の一 定
いってい

割 合
わりあい

を公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

として借
か

り上
あ

げる、一 定
いってい

規模
き ぼ

以 上
いじょう

の民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

には障 害 者
しょうがいしゃ

に配 慮
はいりょ

した住 宅
じゅうたく

の設置
せっち

を義務付
ぎ む づ

けこ

れに公 的
こうてき

補助
ほじょ

を行
おこな

う等
とう

、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

への入 居
にゅうきょ

を進
すす

めるために必 要
ひつよう

な施策
しさく

を講
こう

じる。 

○民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

におけるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

設置
せっち

を一 層
いっそう

促 進
そくしん

する。そのため

に、建 築 基
けんちくもと

準 法
じゅんほう

を見直
みなお

し、防火壁
ぼうかかべ

などの工事
こうじ

を必 要
ひつよう

とする等
とう

の現 在
げんざい

の

厳
きび

しい基 準
きじゅん

をなくして、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を一 般
いっぱん

住 居
じゅうきょ

として扱
あつか

うこと。 

○事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に 対
たい

する 税 制
ぜいせい

の 優 遇
ゆうぐう

（不動産
ふどうさん

取 得
しゅとく

税
ぜい

、固定
こてい

資産税
しさんぜい

、都市
と し

計 画 税
けいかくぜい

等
とう

の減 額
げんがく

もしくは免 除
めんじょ

）を設
もう

け、住 居
じゅうきょ

提 供 者
ていきょうしゃ

に対
たい

する経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

策
さく

や優 遇
ゆうぐう

策
さく

を講
こう

じる。 

 

【一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

に住
す

む障 害 者
しょうがいしゃ

への家賃
やちん

補助
ほじょ

、住 宅
じゅうたく

手当
てあて

などについて】 

○一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

に住
す

む障 害 者
しょうがいしゃ

への経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

について、家賃
やちん

補助
ほじょ

や住 宅
じゅうたく

手当
てあて

の創 設
そうせつ

等
とう

を含
ふく

め、関 係
かんけい

する省 庁
しょうちょう

による連 携
れんけい

の下
もと

、検 討
けんとう

を進
すす

める。 

 

Ⅰ-10 地域
ちいき

移行
いこう

より 

 

【地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

に欠
か

かせない住 宅
じゅうたく

確保
かくほ

の施策
しさく

について】 

○長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

を余儀
よ ぎ

なくされ、そのために住 居
じゅうきょ

を失
うしな

うもしくは家族
かぞく

と疎遠
そえん

に

なり、住
す

む場
ば

がない人
ひと

には、民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

の一 定
いってい

割 合
わりあい

を公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

と

して借
か

り上
あ

げるなどの仕組
し く

みが急 務
きゅうむ

である。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も含
ふく

め、多様
たよう

な

居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

を、年次
ねんじ

目 標
もくひょう

を提
てい

示
じ

しながら進
すす

めるべきである。 

○保 証 人
ほしょうにん

がいないために住 居
じゅうきょ

が確保
かくほ

できない入 所 者
にゅうしょしゃ

・入 院 者
にゅういんしゃ

にとって、

公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

は必 要
ひつよう

であり、自治体
じちたい

が保
ほ

証 人
しょうにん

となるべきである。 

 

 


